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ソフトウェアは Agisoft 社Photoscanprofessional を用
い て 3 次 元 構 造 の 復 元 を 行 い、QGIS お よ び
CloudCompare を用いて可視化、解析を行った。
　空中写真から富士山の 3 次元構造復元を行った結果、












































4 ）。ここでは、森林限界上限が標高約 2500m に到達し





































































































　平成 28 年度〜平成 30 年度
研究目的













































1600m）与兵衛流（地点 2 ，標高 1450m 付近）の山中湖
西（地点 3 ，標高 990m）である（図 1 ）。
（3）調査結果
　地点 1 では、滝沢火砕流の下位に降下スコリア 33 層と
溶岩流 1 層を確認した（図 2 ）。降下スコリア 33 層のう
ち、上位から 11 層準目の層厚 36cm の 10 のサブユニッ
トから構成される降下スコリア層は大室スコリア（Om）
に対比され、上位から 13 層準目の層厚 120cm の降下ス
コリア層は忍野スコリア（Osi）に対比される（図 3 ）。
地点 2 では、鷹丸尾溶岩流の下位に火砕流 1 層と溶岩流
1 層を確認した。降下スコリアは確認されなかった。地
点3では鷹丸尾溶岩流の下位に12層の降下スコリア層を














方位により、各々 AD600 － 650 年頃、AD550 － 600 年
頃に推定される（図 6 ）。その結果溶岩流、火砕流、鷹丸






































































4,500 年〜約 8,000 年間で須走期火山噴出物、最下層の溶












3,450m、3,100m、約 2,350m、約 1,040m、約 840m 地点
で採取した。降雪は 2018 年 1 月および 2 月に、約 2,000m、



















① Na++K+ イオンと Cl- イオン濃度が多く、際立った特


































　平成 25 年度〜平成 29 年度
研究目的
































































































































































































た。これにより、Isopach については、延べ 90 の噴火情
報について GIS 化することができ、2004 年に発行された
富士山のハザードマップのデータに関しては、各噴火現















































タは、陸域全体を 10m から 30m の空間分解能で観測で
き、基本データとしての利用が非常に期待される。例え































利用土地被覆図 2016 年 9 月リリース版（以下、LULC）
を使用した。これは、陸域観測技術衛星「だいち」搭載


































できた GT 地点数は表 3 に示した通りである。
　得られた分類精度は 64.6％〜 72.8％であり、最も良い
分類精度が得られたのは、2000 年 12 月 9 日の観測デー
タに対して RF で分類した組み合わせであった。使用し
た 8 シーンのデータ全体では、RF と SVM の手法間で分
類精度に系統的な優劣は見られなかった。本研究で得ら
れた 2000 年、2008 年、2016 年の土地被覆分類図を図 1
に示す。


































































　合成後の画像は主に 2 種類あり、1 つは色情報を含ん
だオルソ画像である。もう一つは地形および群落の高さ
を含んだ DSM 画像である。地形を表すデータは DEM 画
像と呼ばれ、DSM ＝ DEM＋DHM の関係にある DHM
はここでは植生の高さを表すデータである。本研究では










ない裸地は DHM ＝ 0 m、トダシバやオオアブラススキ
が優占する群落は DHM ＝ 1 m、ススキが優占する群落
は DHM ＝ 2 m、低木あるいは高木が優占する群落は






ソ画像の色空間を RGB から HSV へと変換し、HSV の
Hue を下記の式を用いて変換した：
Hue ＝α＋｛（1－α）/Hth｝×DHM.
　ここで Hue は 0 から 1 とし、αは切片を、Hth は DHM
の閾値を示す。本研究はα＝ 0.1、Hth ＝ 2 として変換を
行った。DHM を変換した Hue（左辺）を元の Hue と入
れ替え、RGB へと再度変換することで図 1 右図のような
画像が得られる。図 2 右図の赤は DHM が 2 m 以上の樹
木であり、ピンクから青は DHM が 2 m 前後のススキ、

























画像を RGB 画像へ変換し、3 次元として表示させた。
　以上 2 つの処理を行った結果、視認性を維持したまま、














































域を設定し、平成 29 年 7 月から平成 30 年 3 月にかけて、
調査地全域をくまなく踏査した。踏査中にカモシカを発
見した場合、個体の特徴、個体の発見位置、性別、齢ク











平成 29 年度は主に麻酔銃を用いてカモシカの成獣 10 頭







　富士・軽水・鳴沢林道において、2 期合計 4 夜で合計
53 頭（平均 4.9 頭/10km）のシカを目撃した（表 1 ）。幼
獣の目撃比率は 2 期を通じて非常に低く、1.9％だった。
成獣の性比（♂/♀）は 9 月には 0.06 とメスに大きく偏っ
たが、11 月は 0.9 とほとんど差がなかった。9 月におこ
なった滝沢林道におけるカウント調査では、1 夜で成獣









　調査期間中に合計 8 頭のカモシカを識別した（図 1 ）。
その内訳は成獣メス 3 頭、成獣オス 1 頭、一年子 2 頭、
当歳獣 2 頭だった。全個体の個体群密度は 1.06 頭/km2、
成獣のみの個体群密度は 0.53 頭/km2 だった。成獣の性
比は 0.33（♂/♀）であり、成獣メスに偏る傾向にあっ
た。子連れの有無から推定した平成 29 年における成獣メ


















9月 11 月 9月 年平均
F 8.5 5.5 0.5 4.8
M 0.5 5 1 2.2
Y 0 0.5 0 0.2
UK 2 4.5 0 2.2
計 11 15.5 1.5 9.3





　平成 29 年 9 月に捕獲した成獣メス（個体名：オトヒ
メ、図 1 参照）の年齢、体重および体長はそれぞれ、7
歳、40.5kg、120.5cm だった。捕獲時に成獣メスは当歳
獣を連れていた。9 月から 3 月までの成獣メスの行動圏
サイズは 100％最外郭法、95％最外郭法でそれぞれ
402.1ha および 145.1ha だった。展葉期（ 9 － 10 月）、落

























































　調査地は、富士北麓の標高 1860 〜 2350m の範囲で、
シラビソ天然林 3 サイト、ダケカンバ天然林 3 サイト、




















　ピットフォール調査では、オサムシ科が 11 種 94 個体、









れ、残りの 8 種は森林でのみ捕獲された。これら 8 種の
捕獲数は標高 2110m 以下の 3 サイト（シラビソ天然林 2
サイトとダケケンバ天然林 1 サイト）に集中しており、




明瞭に異なっていた（図 3 ）。なお、森林の 10 サイトを
抽出して、森林タイプと標高がクモ目の種構成に与える
影響を解析したところ、どちらも有意ではなかった。
　マレーゼトラップ調査では、カミキリムシ科が 5 種 17
個体、ヒメバチ科が 41 個体採集された。どちらも解析に
十分な個体数は捕獲されなかったが、カミキリムシ科は









































































　C57BL/6J マウスに体重 1 キログラムあたり 4 mg のバ
















































































断の 2 条件（各 3 日間）を行い、その前後日で代謝・循
環応答および抑うつ感を比較検討した。
研究方法および成果
（1）対象者…学生 5 名（男 4 名、女 1 名）、平均年齢 22
才、平均身長 169cm、平均体重 61kg。
（2）実験条件…a）座位行動 9 時間を 3 日間継続する条
件、b）座位行動 9 時間の間に 3 分の自転車漕ぎ運動を




































































































































































































体温変化（mean ± SD、n＝ 3）
図 4　低酸素環境での 24℃、10℃曝露時の深部体温変化
に脱水状態が与える影響（mean ± SD、n＝ 3）
図 6　常酸素環境での 24℃、10℃曝露時の深部体温変化
に脱水状態が与える影響（mean ± SD、n＝ 3）
図 3　常酸素、低酸素環境での 24℃、10℃曝露時の深部
体温（A）、HeatLossIndex（B）、総行動量（C）













　平成 27 年度〜平成 29 年度
研究目的














































































　1923（大正 12）年の雪代は規模が大きく、2 月に 7 戸、

































































































































































が記録され、絶滅危惧種が 1 種確認された。チョウは 35
種が観察され、絶滅危惧種は 4 種が確認された。2016 年
に実施した高座山の生物相調査では、植物は 94 種が記録






　3 月末時点で忍草区からは 623 通（回収率 22.3％）、長













代以上では常に 20％を超え、70 歳代では 30.9％で最も高
かった。一方、40 歳代以下では有効回収率が 16％未満で








































































植物起源の C24、C28 脂肪酸に比べ 400 年ほど古い年代を
示すことが明らかとなり、その起源の違いが示唆された



















































































それぞれ 1,950 ± 20、1,890 ± 20、1,820 ± 20yrBP であ






































　平成 29 年度〜平成 32 年度
研究目的































































































　以上のように、100m × 100m のうち、50m × 50m の
範囲内の森林構造および遷移についての知見が得られた。
















































刻を照合し、分布位置を特定した。2016 年は 6 月から 10











データを 100 セット用意し、各セットで RF を行い、説
明変数の重要度の平均値と各メッシュの平均出現確率を
算出した。
　調査の結果、2015 年から 2016 年まで調査した全範囲
（ 3 次メッシュ換算）は 906 メッシュであり、山梨県内の
3 次メッシュ数 4051 メッシュ（県境を含まない）の 22.4％
だった。906 メッシュ中 223 メッシュ（24.6％）でアレチ
ウリが発見され、県内各所に侵入している状況が明らか
となった。





























　平成 28 年度〜平成 30 年度
研究目的























べ、更にゲルマニウム半導体検出器による 210 鉛，137 セシ
ウム濃度の測定を行なった。その結果、含水比の変動か

































































































　解析には 2015 年に撮影した UAV 画像から、テスト











































































































20m/s 〜 50m/s（衝突エネルギーは約 1000J 〜 3600J）の
範囲で行った。
　基本構造は、杉板 2 層を重ね合わせた表面に、防水シー
ト（厚さ約 1 mm）とガルバリウム鋼板（厚さ約 0.4mm）
を取り付けたものに垂木を組み合わせた。杉板の重ね合
わせ方は、1 枚目と 2 枚目を直交させるように重ね合わ
せるクロス型と平行に重ね合わせるスタッガード型の 2
種類を作成した（図 3 ）。また、杉板の厚さは 18mm、
15mm の 2 種類を用意し、4 種類の試験体を作成した。


























板が横方向のため、衝突エネルギーが 1 層目の 2 枚と 2
層目の 1 枚にかかってしまうが、クロス構造では 2 層目




15mm のクロス構造において 2100 〜 2700J、板厚 15mm
のスタッガード構造において 1200 〜 1900J、板厚 18mm






















　平成 27 年度〜平成 29 年度
研究目的



































いて平成 29 年 10 月 23 日 10 時以降、WEB カメラ映像











































































　以下を検討項目とし、平成 28 年度は 1.1、2.1 を、29 年



































































































　4 日間で 295 人から有効回答を得た。宿泊者は、10 代
（8.1％）・20 代（36.6％）が半数を占め、初めての富士登
山（66.1％）であり、山小屋への宿泊をともなう他の高






















































































 （H30 〜 H32）
②富士北麓における草食獣 3種の種間関係および行動
特性 （H30 〜 H32）
③富士山自然生態系モニタリングにおける衛星データ
活用に関する研究 （H30 〜 H32）
④富士登山者の転倒関連要因の調査および動物モデル
による改善方法の検討 （H30 〜 H33）
⑤富士山と山梨県下における山岳信仰を基盤とする山
小屋建築の特徴と連関 （H30 〜 H33）
（2）富士山研究　2件
①富士北麓周遊における観光資源及び交通手段につい
ての来訪者の意向 （H30 〜 H32）
②火山監視観測システムの富士山への最適化とその情
報発信に関する研究 （H30 〜 H34）
（3）特別研究　1件
①山中湖の底質環境の現状把握：水質浄化のための基
礎的研究 （H30 〜 H32）
（4）重点化　1件
①富士火山北麓における噴火実態の検証
 （H28 〜 H30）
課題評価委員会開催日時
　平成 29 年 9 月 13 日（水）
　午前 11 時 00 分〜午後 3時 30 分
研究課題に対する評価結果
　新規研究 8課題、重点化研究 1課題に対する総合評価
点は 3.4 〜 3.7（平均 3.6）で、全ての研究課題について
「妥当」との評価結果であった。







研究 （H25 〜 H28）
②富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラム





山病と血液生化学的指標との関連 （H26 〜 H28）
課題評価委員会開催日時
　平成 29 年 12 月 22 日（木）
　午前 10 時〜午後 0時 10 分
研究課題に対する評価結果










2 － 3 － 1　所内セミナー
平成 29 年













































1 月 31 日
「富士北麓地域における雪代災害の履歴と住民の対応」
小笠原　輝（環境共生研究部）













2 － 3 － 2　森林総合研究所合同セミナー
平成 29 年





































































































































































































































































































































































































Barometric pressure change and heart rate
responses during sleeping at ~ 3000m altitude.
InternationalJournalofBiometeorology，62，909-912.
Horiuchi，M.，Handa，Y.，Abe，D.，Fukuoka，Y.，












in PeopleWith SpinalCord Injury.Archives of
PhysicalMedicineandRehabilitation，98，2174-2180.
Horiuchi，M.，Uno，T.，Kondo，K.，Endo，J.，






M. (2017)Theeffectof slight thinningofmanaged
coniferous forest on landscape appreciation and




























































































































Team. (2018)Volcanic influenceofMt.Fujion the
watershedofLakeMotosuand its impact on the

































array observations and their performance in






































会計画系論文集　第 82 巻　第 739 号．2383-2392．
奥矢　恵，大場　修（2018）富士山の吉田口登山道に
おける山小屋建築の近代化の様相．日本建築学会計画

















































































































cost during walking in healthy adults . 17th


















































cost during walking in healthy adults . 17th




















































sea and creation of a new volcanic island at
Nishinoshima，Ogasawara，Japan，revealed from


























































































































Comparisonof stablewater isotopesbetween lake















































3DMultiparticle Ballistic Simulator "Ballista"，


















































































































































































2017 年 4 月 28 日
「宇宙から見る富士山」
東京都立多摩科学技術高校（山梨県富士山科学研究所）













2017 年 12 月 5 日
「富士山の昆虫〜特に里山と草原について〜」
河口湖高校生物部（山梨県富士山科学研究所）









































2017 年 6 月 30 日
「山梨県の水と健康」
芦安地域住民（南アルプス市芦安交流推進センター）
2017 年 7 月 7 日
「富士山周辺の水と健康」
ことぶき勧学院（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 7 月 22 日
「富士山周辺の地下水に含まれるバナジウムと健康」
日本技術士会山梨県支部会員（甲府市北東公民館）
2017 年 10 月 5 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）





2017 年 10 月 12 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）




2017 年 10 月 19 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 10 月 26 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 11 月 1 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 11 月 9 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 11 月 16 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 11 月 30 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2017 年 12 月 14 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）




2017 年 12 月 21 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）




2018 年 01 月 11 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）
2018 年 01 月 18 日
「環境毒性学」
山梨大学生命環境学部 3年生（山梨大学）













2017 年 10 月 25 日
「山梨の気象と健康「盆地一帯の熱中症と対策」」
山梨県立大学　山梨学Ⅱ（ 1〜 3 年生）（山梨県立大
学）










2017 年 9 月 8 日
「人間とその環境〜地球環境問題について〜」
健康科学大学（健康科学大学）






2017 年 4 月 10 日
「立正大学環境システム学科」
大学生（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 4 月 29 日
「山梨県立富士河口湖高校防災講話」
高校生（富士河口湖高校）
2017 年 5 月 19 日
「竜王南部公民館ふれあい講座「大人の寺子屋」」
行政（竜王南部公民館）
2017 年 5 月 21 日
「山梨県立韮崎高校 SSH」
高校生（北杜市）
2017 年 6 月 6 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 6 月 13 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 6 月 20 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 6 月 22 日
「山梨県警察災害警備専科」
行政（山梨県警察学校）
2017 年 6 月 27 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 7 月 1 日
「アクアソーシャルフェス 2017」
一般（忍野村）
2017 年 7 月 4 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 7 月 11 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 7 月 18 日
「生命と環境Ⅴ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 7 月 27 日
「富士山講話」
高校生（静岡県富士高校）




2017 年 9 月 11 日
「埼玉県消防学校第 136 期初任教育校外研修Ⅱ」
行政（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 10 月 19 日
「八王子女性防火協会視察研修」
行政（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 10 月 26 日
「御殿場市自主防災会連合会視察研修」
一般（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 11 月 17 日
「富士山五合目自然解説員研修会」
一般（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 11 月 23 日
「富士山講座」
大学生（健康科学大学）
2017 年 11 月 28 日
「生命と環境Ⅳ」
大学生（都留文科大学）
2017 年 12 月 5 日
「生命と環境Ⅳ」
大学生（都留文科大学）




2017 年 12 月 13 日
「吉田高校　富士山学」
一般（甲府市）
2018 年 1 月 9 日
「生命と環境Ⅳ」
大学生（都留文科大学）
2018 年 1 月 16 日
「生命と環境Ⅳ」
大学生（都留文科大学）
2018 年 1 月 30 日
「生命と環境Ⅳ」
大学生（都留文科大学）








2017 年 5 月 17 日
「富士山火山噴火の特性と噴火遭遇時の対処」
富士山ガイド（ふじさんホール）




2017 年 6 月 5 日
「火山防災における火山専門家の役割と課題」
内閣府火山防災に係る検討会（内閣府）




2017 年 6 月 12 日
「北海道駒ヶ岳火山の噴火と災害」
JICA中南米火山防災担当者（JICA札幌）
2017 年 6 月 12 日
「富士山と御嶽山」
JICA中南米火山防災担当者（JICA札幌）
2017 年 6 月 13 日
「北海道駒ケ岳巡検」
JICA中南米火山防災担当者（駒ヶ岳）
2017 年 6 月 20 日
「富士山の火山噴火とその災害」
NHK甲府放送局職員（NHK甲府放送局）









































2017 年 8 月 4 日
「火山噴火とその災害（巡検／駒ヶ岳）」
高等学校理科教諭・実習助手（北海道駒ヶ岳）
2017 年 8 月 11 日
「平成 29 年度山の日環境教育プログラム富士山巡検」
一般市民（西湖・青木ヶ原）




2017 年 10 月 3 日
「オリエンテーション」
都留文科大学学生（都留文科大学）








2017 年 10 月 10 日
「日本の地質状況」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 10 月 17 日
「火山活動の基礎知識」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 10 月 24 日
「火山の噴火様式」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 10 月 31 日
「火山による災害 I」
都留文科大学学生（都留文科大学）




2017 年 11 月 7 日
「火山による災害Ⅱ」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 11 月 10 日
「「富士山と環境」富士山の噴火にどう備える？」
健康科学大学学生（健康科学大学）
2017 年 11 月 14 日
「噴火の予測」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 11 月 21 日
「火山災害の軽減」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 12 月 10 日
「富士山が置かれた地球科学的環境と火山防災」
山梨大学工学部学生（山梨県富士山科学研究所）













2017 年 4 月 18 日
「自然と生命V第二回太陽系と地球の誕生」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 4 月 25 日
「自然と生命V第三回大陸の進化と生命の誕生」
都留文科大学学生（都留文科大学）








2017 年 5 月 16 日
「自然と生命V　第五回古生代の生物進化と大量絶滅」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 5 月 23 日
「自然と生命V　第六回中生代の生物進化」
都留文科大学学生（都留文科大学）
2017 年 5 月 30 日
「自然と生命V　第七回隕石衝突と恐竜の絶滅」
都留文科大学学生（都留文科大学）
















2017 年 4 月 22 日
「研究員としてのキャリアについて」
東京都葛飾総合高校の学生（山梨県富士山科学研究所）








2017 年 7 月 15 日
「富士山奥庭巡検」
ルイス＆クラーク大学の学生（富士山・奥庭）












2017 年 10 月 8 日
「キッチン火山学」
グリーンタイム 2017 参加者（道の駅富士吉田）









2017 年 6 月 8 日
「富士山の火山噴火とその災害」
一般（西桂町まちづくり交流センター）
2017 年 7 月 13 日
「富士山の火山噴火とその災害」
一般（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 9 月 10 日
「火山噴火等の仕組み及び被害と防災について」
一般（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 9 月 13 日
「学習教材としての富士山の活用」
教員（なるさわ富士山博物館エポックホール）
2017 年 10 月 5 日
「地域の災害から学ぼう「噴火と災害」」
中学 3年生（河口湖北中学校）
2017 年 12 月 13 日
「富士山の火山噴火とその災害　質疑応答」
高校 2年生（山梨県富士山科学研究所）





2017 年 5 月 17 日
「富士山の植物　その特徴と生態」
早稲田学院高等学校（富士山世界遺産センター）
2017 年 5 月 21 日
「外来植物　アレチウリについて」
河口湖一万人の清掃活動参加（河口湖）
2017 年 6 月 30 日
「富士山の植物」山梨学講座「山岳の生態系と自然」
山梨学講座受講生（山梨県生涯学習センター）
2017 年 7 月 10 日
「富士山の植物」
白百合学園高等学校（山梨県富士山科学研究所）
2017 年 7 月 11 日
「青木ヶ原の植物」
開智望小学校（山梨県富士山科学研究所）








2017 年 8 月 30 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部生（富士山周辺）
2017 年 8 月 31 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部生（富士山周辺）
2017 年 9 月 1 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部生（富士山周辺）
2017 年 9 月 2 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部生（富士山周辺）






























2017 年 9 月 10 日
「富士山の山小屋建築の歴史―石室から山小屋へ―」
一般（ふじさんミュージアム）















































































4 月 807 （ 7）
5 月 1,282 （ 20）
6 月 1,655 （ 21）
7 月 1,250 （ 17）
8 月 268 （ 8）
9 月 1,632 （ 20）
10 月 1,716 （ 24）
11 月 0 （ 0）
12 月 0 （ 0）
1 月 0 （ 0）
2 月 123 （ 3）
3 月 0 （ 0）





























































月日 校種 人数 内　　　容 担当
4 26 教員 14 富士山学習の推進に向けて 佐藤
4 28 高 49 キッチン火山学 渡邊・森嶋
5 2 小 11 富士山の自然、動植物・火山 佐藤
5 8 中 58 富士山の自然、火山と溶岩 佐藤
5 19 一般 22 キッチン火山学 渡邊・森嶋
5 23 教員 3 富士山学習の推進に向けて 佐藤
5 27 小 43 富士山の環境学習 佐藤・三浦
5 31 小 44 ネイチャーゲーム、自然学習 渡邊・森嶋
6 7 高 44 富士山・防災について 渡邊・森嶋
6 13 小 1 82 富士山の動物や植物 佐藤
6 13 小 2 101 富士山の動物や植物 三浦
6 13 小 3 96 富士山の自然（気象） 佐藤
6 13 小 4 98 富士山の地下水 三浦
6 13 小 5 97 世界遺産　富士山 佐藤
6 13 小 6 98 火山としての富士山 三浦
7 7 小 38 富士山について知ろう 佐藤
7 11 教員 50 南都留地区の防災学習 佐藤
7 12 小 24 富士山の水 三浦
7 14 小 130 富士山の自然 佐藤
9 13 教員 34 教育プログラム紹介 佐藤
9 27 小 56 富士山について知ろう（動植物） 佐藤
9 29 小 32 大地のつくり（噴火による災害） 三浦
9 29 小 32 大地のつくり（噴火による災害） 三浦
10 4 小 21 火山としての富士山 佐藤
10 11 小 18 わたしたちのくらしと災害 佐藤
10 19 小 12 富士山の形となりたち（1） 佐藤
10 26 一般 18 溶岩流実験・噴火実験 森嶋・渡邊
10 27 小 12 富士山の形となりたち（2） 佐藤
10 31 小 21 富士山の形となりたち 佐藤・三浦
11 1 小 16 富士山の形となりたち 佐藤
11 2 中 72 種の模型づくり 森嶋・堀内
11 7 小 21 ほりぬきがひらいた未来 佐藤・三浦
11 17 一般 20 キッチン火山学 森嶋
2 20 教員 14 富士山学習の推進に向けて 佐藤・馬場
合　計　　1501
94


















































　春期 15 日間、夏期 37 日間、秋期 20 日間の計 72 日間
実施した。各日とも 1日 5回（午前 2回、午後 3回）行っ






5 21 はるのおはなし 22 16
6 18 あめのおはなし 11 12
7 9 なつのおはなし 27 19
8 13 なつのおはなし 9 10
9 10 あきのおはなし 26 21
10 8 あきのおはなし 13 9
12 17 もりのクリスマスかい 11 8











































































































和 書 14075 冊
洋 書 516 冊
児 童 書 4438 冊
参 考 図 書 2076 冊
行 政 図 書 601 冊
富士山関係 743 冊
合 計 22449 冊
映像
資料
ビ デ オ 584 点
D V D 254 点
CD-ROM 335 点















































個人利用 人　数 3645 人












































































































　マスコミからの取材に応じ、54 件（新聞 31 件、テレ





























　① 4月 15 日（土）『水系』13：30 〜 15：00
　「山梨の水と火山－地下水・湧水の起源」
　　講師：内山高（火山防災研究部）
　② 5月 13 日（土）『地形と地質』13：30 〜 15：00
　「大地に刻まれた山梨の地史」
　　講師：馬場章（火山防災研究部）






















































































































































































































































































































































































　　臨 時 職 員 秋　山　日香里
　　臨 時 職 員 堀　内　佑　紀













　　臨 時 職 員 勝　俣　英　里








　　臨 時 職 員 遠　藤　淳　子







　　臨 時 職 員 笠　井　明　穂

























































平成 3年 11 月
「環境科学研究所検討委員会」の設置






平成 7年 11 月
起工式




平成 15 年 4 月
「環境資源学」に関する研究室を設置
平成 16 年 4 月
荒牧重雄所長　就任
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